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―理想気体の状態変化― 

 

１． 下記の式を指示に従って変形せよ。 
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２．ある理想気体が圧力 300kPa、体積 0.3m3の状態から、等温膨張して体積が 5 倍になった。この気体の

膨張後の圧力、外部に対してなした仕事および外部から供給された熱量を求めよ。 
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３． 空気３kg を圧力 200kPa、温度 320Ｋの状態から、圧力一定の下に、体積が 2 倍になるまで加熱に要す

る熱量ならびに外部仕事を求めよ。また、この変化における内部エネルギーの増加はいかほどか。な

お、定圧比熱、定積比熱および気体定数は、1.0056kJ/(kg・K)、0.718kJ/(kg・K)および 0.287kJ/(kg・

K)である。 
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または， 
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４．質量 3kg の空気が圧力 450kPa、温度 575K の状態から断熱膨張して体積が 5 倍になった。この断熱変

化について変化前の体積、変化後の体積と圧力および外部に対してなした仕事を求めよ。ただし、気体

定数は 0.287 K)kJ/(kg  、比熱比は 1.4 である。 
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